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1. はじめに

日本の発汗学の歩みは久野寧先生に始まり川、

高木健太郎先生、和田正男先生ら錯々たる先

達が歴史に残る業績3）を上げられたのは周知

のとおりです。その伝統は小川徳雄先生、永

坂鉄夫先生、小坂光男先生、蔚藤博先生など

に引き継がれ、世界の発汗学をリードしてき

たと言っても過言ではないと思います。

私は、恩師東健彦先生、長野高専名誉教

授坂口正雄先生とともに、スウェーデンで

開発された高感度湿度センサーを用いて、常

温の実験室や病室、入院患者さんのベッドサ

イドで、手掌部の発汗量を連続的にしかも高

感度で簡便に測定できる局所発汗量連続記録

装置を開発しました←九 その装置は株式会

社スズケンのご協力を得て、医用機器

(Kenz-Perspiro OSS-100）として研究、臨床

の現場で利用できるようになりました。同時

にその信頼性を確認するために、昭和63年か

ら平成4年までの5年にわたって、当時、日

本自律神経学会の理事長であられた宇尾野公

義先生を委員長に、医工学者、生理学者、臨

床の各専門の先生方とともにクローズの「精

神性発汗現象に関する研究会」を開催し、慎

重に検討を重ねてきま した。その成果は、株

式会社ライフメデイコムより平成5年に出版

された「精神性発汗現象一測定法と臨床的応

用 」に結えしました九 引き続き、医工学、

基礎医学および臨床の各領域における「発汗学」

の研究発展を目指し、最終的には病態の解明、

治療の開発へと社会に貢献すべく、平成5年8

月「第1回日本発汗研究会」（理事長宇尾野公

義先生） を開催することになりました。これが

日本発汗学会の誕生のいきさつです9）。

本項では、これまで20年間の日本発汗学会

の歩みと、私どもの手掌部発汗の研究を通し
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て考えた発汗学研究の展望と課題ならびに今

後の本学会の役割と意義について私見を述べ

てみたいと思います。

2. 日本発汗学会設立の経緯

a.英国ベルファストクイーンズ大学におけ

る精神発汗学研究に接して

先に述べた通り、世界的視点から見ても、

久野寧先生から始まった日本の発汗学の歩み

はそのまま世界の発汗学の歩みそのものとい

っても過言ではないと思います。私は恩師

東健彦先生のもとで微小循環学ことに細動脈

の血管平滑筋の研究やリンパ平滑筋の研究な

どを中心に循環生理学を専攻しておりました

ので、研究初期において発汗学については全

くの門外漢という状態でありました。縁あっ

て1979年から1981年にヒト生理学のメッカで

あり、生理学の巨匠、パンクロフト教授によ

って創設された英国ベルファス トクイーンズ

大学医学部に勤務する機会を得ました。その

ときの主任教授がロデイ教授で、米国のヒト

生理学研究のメッカであるメイヨー・クリニ

ックのシェパード教授とは互いにパンクロフ

ト先生の兄弟弟子にあたる関係の先生であり

ました。ロデイ教授はヒトを対象として末

梢 ・微小循環の研究について世界を先導し℃

教室を主宰しておりました。その一端は講師

のアレン先生が率いるヒトを対象とした発汗

学の研究グループ10）であり、そこで初めてヒ

トの手掌部における精神性発汗現象の研究の

現場に遭遇し、循環生理学と発汗学との連携

という新しい研究領域を肌で感じた経験をし

ました。帰国後、信州大学医学部生理学教室

において、長野高専からの内地研究員であっ

た坂口正雄先生と出会い、イメージセンサー

を用いた微小血管径連続記録装置などの医療

機器の開発を行っておりま したlυ。その折、



スウェーデンのパイスラ一社で開発された高

感度のヒト用湿度センサーに出会い、東先生、

坂口先生とともにヒトの手掌部の発汗量を連

続的に記録する装置をベルファス トでの研究

を頭の隅に置きながら開発しました。その成

果を日本生理学会の環境部門で発表させてい

ただくと、当時の発汗学のリーダーであった

先生方からはかなり手厳しいご意見や問題点

を指摘され、一時は開発をあきらめるような

場面にまでいたることもありました。ところ

が、縁あって当教室の先輩にあたる名古屋市

立大学の大原孝吉先生ゅの発汗学研究の視点

からの、暖かくしかも意欲をかきたてていた

だくようなご支援やご協力を得て、機器開発

にまで辿り着きました。結果的には昭和61年

に特許を取得し回、平成3年には医用器具と

して厚生省からの認可を頂戴し14）、機器はほ

ぼ完成品に近い状態にまで到達することがで

きました。その問、当時日本自律神経学会の

理事長である宇尾野公義先生ほか、信州大学

の臨床各科の先生方にご利用いただき、加え

て株式会社スズケンから物心両面のご支援を

いただきながら、セミクローズドの精神性発

汗現象に関する研究会を立ち上げることが出

来ました。健康福祉領域から皮膚科、神経内

科、精神神経科、麻酔科、糖尿病内科などの

多方面の分野で臨床応用がこの装置によって

可能になることをお教えいただき、この機器

の医用機器としての可能性についてかなりの

自信を持つことができるようになりました。

同時に当時日本ME学会のリーダーの1人で

あった東京医科歯科大学の戸川達男先生など

から医療機器としての精度を上げるためのご

支援をいただき、ほほ完成品としての医用機
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図1 「精神性発汗現象測定法と臨床的応用ー」
ライフメデイコム出版

器を平成 3年にスズケンから「kenz-

Perspiro OSS-100」として販売することがで

きました。その成果を著書にまとめたものが

図1のライフメデイコム出版からの「精神性

発汗現象一測定法と臨床的応用 」8）であり、

平成5年に宇尾野先生とご一緒に創刊するこ

とができました。すでに恩姉の東先生はお亡

くなりになっておられ、先生へのご報告も含

めて熱い思いの序を書かせていただきました。

b. 日本発汗研究会の設立と日本発汗学会へ

の発展

このようなセミクローズドの精神性発汗現

象に関する研究会の活動をふまえ、宇尾野先

生、東北大学の後藤由夫先生など、 多くの先

生のご協力を得て、 平成5年盛夏の8月に東

京の砂防会館で第 1回の発汗研究会を設立、

開催することができました。同時に、この時

点で、本装置は小型で、使用方法が簡便、 手掌や

足底の発汗現象ならば通常の臨床の外来やベ

ッドサイドでも測定できる医用機器として、

ほぼ万人の認める ところになっていました。

発汗研究会という主旨から 8月の暑い盛りで

の学会期日を設定したものの、 当日は珍しく

大規模の台風が東京の都心を襲い、地下鉄の

出口はまさに滝のような流れの中で水をかき

分け会場に辿り着いたことを今でもまざまざ

と思い出します。そうした悪環境だ、ったにも

かかわらず多くの先生方にお集まりいただ

き、第1回の研究会を無事に終えることがで

きたのは、 感慨深い思い出です。

それから昨年奈良で聞かれた第20回日本発

汗学会総会までの主な変遷を図2にまとめて

日本発汗研究会の設立・日本発汗学会への発展

1993年（平成5年） 第l回日本発汗研究会
（東京宇尾野公義会頭）
初代理事長宇尾野公義先生

1998年（平成10年）第6回日本発汗学会に改名

（松本大橋俊夫会頭）

2000年7月（平成12年） 株式会社SKINOS設立（中村正市社長）
医学領竣第l例呂の国立大学研究成巣活用
兼業取締役に大橋俊夫が就任

2002年（平成14年）第10回日本発汗学会総会

（米子河合康明会頭）
2代目理事長に大橋俊夫が就任

2012年（平成24年）第20回日本発汗学会総会

（奈良森本恵子会頭）

図2 日本発汗研究会・ 日本発汗学会の主な変遷
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みました。平成10年8月松本で私が会頭をお

引き受けした段階で、研究会も多岐にわたる

ご発表と会員数も順調に増えてきたことを基

に日本発汗学会に改名することが認められ、

ここで真の意味の日本発汗学会が設立される

ことになりました。設立にご協力いただいた

宇尾野先生はじめ多くの先生の他に、我が国

の発汗学の重鎮である小川徳雄先生、永坂鉄

夫先生、小坂光男先生など、久野門弟の先生

にも理事として本学会にご参加しミただき、名

実ともに日本を代表する発汗学の学術的会議

を創出することができました。あわせて同じ

頃、当初から物心両面にわたってご支援いた

だいてきたスズケンの鈴木信次社長の急逝な

どもあり、スズケンの医療器事業部長として

ご支援いただいてきた中村正市さんを中心に

株式会社スキノス（SKINOS) （皮膚を対象

とする医療器メーカーで、特許取得者の大橋

と坂口の頭文字を付記したもの）を設立しま

した。私も国立大学に認可され始めた研究成

果活用事業の取締役として株式会社スキノス

の発展に協力させていただくことにしまし

た。この私の事例が当時医学領域の教授によ

るベンチャー企業立ち上げの第一例として文

科省からも多くのご期待をいただき、図3に

示すように、文科省のイノベーション創出の

技術移転の典型事例として広く国内に知らし

められることにもなりました。こうした裏付

けに基づいて平成15年からはおT （科学技術

振興機構）からのたっての依頼で、本邦の大

学発ベンチャー事業のライフサイエンス部門

のプログラム・オフィサーに就任させていた

だきました。そこで我が国の大学で行われて

いる医学、薬学あるいはそれを取り巻く健康
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図3 文部科学省イノベーション創出へ向けた技術
移転事例集より

4 発汗学

福祉機器や創薬の実用化を支援する委員会の

責任者として、申請書類の審査から評価、実

用化へのアドバイスに至るまで支援をさせて

いただきました。その経験から、米国に比べ

て日本のイノベーション研究の問題点は、高

度な医科学研究者とその研究成果の事業化を

する経営者との間を取り持つ、高い見識をも

ったコーデイネーターの不足が両国間の結果

の差を生んでいるものと痛く認識している昨

今でもあります。

平成14年、鳥取大学の河合康明教授を会頭

として米子で開催された第10回日本発汗学会

総会で、永くお世話いただいた宇尾野先生か

ら理事長をバトンタッチさせていただきまし

た。10回という節目の数字であったことが今

でも頭の中に強く残っています。そうした背

景もあり、このたび第20回日本発汗学会総会

で3代目の理事長に河合康明教授が就任する

ことを理事会総会でお認めいただいたのも、

日本発汗学会の今後のあり方を何か暗示して

いるように思えてなりません。

3 .手掌部発汗現象の生理学的特性

a.温熱性発汗現象との相違点

今まで述べてきたように、私は局所発汗量連

続記録装置の開発と手掌部の発汗現象の解明と

いう研究と、微小循ー環・リンパ循環・間質学と

いう循環生理学の研究との2足の草乾を履きな

がら、現在まで生理学的ならびに医用工学的な

研究を進めてきました。本装置をあえて手掌部

発汗に応用したいと考えた理由の一つが、患者

さんの発汗現象が検査室の温度設定などをせず

に簡単に評価できるという事実に強く依存して

います。すなわち、今まで、得られた生理学的な

基礎知識をいかに臨床医学に連結させ、最終的

に患者さんの為に役に立つ医科学研究ができる

かという視点が、私が今まで手掌部発汗現象の

研究を続けてこられたモチベーションの一つに

もなっています。

図4は久野先生からの教科書から引用させ

てもらったものですが、手掌足底の精神性発

汗もそれ以外の体表面から発汗する温熱性発

汗もいずれもその汗腺はエクリン腺であり、

体毛とは異なった場所にその導管の出口を持

っているのが特徴です。その点、離出分泌腺



汗線の構造
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図4 汗腺の構造 （文献1)2）よりヲi用）

といわれるアポクリン腺とは明らかに一線を

画する漏出分泌腺である点がエクリン腺の特

徴であることをまず明記しておきます。同時

に現在では、皮膚などからエクリン腺そのも

のを分離し、培養細胞などとして活用し、研

究することも出来る段階になってきています。

私共は次に、そのエクリン腺導管の開口部と

皮膚紋理との関係を検索してみました。その

結果、手掌や足底の精神性発汗を担う無毛部

のエクリン腺の出口は皮膚紋理の問、すなわ

ち皮膚紋理聞の皮膚の小丘（盛り上がり）の

頂上に開口していることを見出しましたω。

それに対して、温熱性発汗を担う有毛部に存

在するエク リン腺の開口部は、皮膚紋理の谷

間に開口しているのが特徴であることも知り

ました（図 5）。 この開口部の違いはいった

いどういう生理学的な意味付けと対応してい

るのかというのが極めて興味深い次の問題で

あります。手掌部ならぴ手背部の組織図を久

野先生の教科書から引用させていただきます

と、精神性発汗を担う皮膚では、角化層が極

めて厚いのに対し、温熱性発汗が主体の手背

部の角化層は極めて薄いのが特徴であります

（図6）。後回に示しますが、手掌部に発汗さ

エウリン腺開口部と皮膚紋理との関係

薫毛部エクリン腺 有毛部エクリン腺
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図5 エクリン腺関口部と皮膚紋理との関係

れた汗は瞬時にこの角化層に吸収されている

ことを知りました。手掌、あるいは足底部の

発汗は、角化層に迅速に水分を取り入れ、角

化層の硬さを自ら調節しているのではないか

と想定される実験結果を得ています。すなわ

ち、その表面にある圧受容器や触覚や圧覚の

感受性を高めるために寄与しているのではな

いかと想定されます。事実、手掌部発汗が減

少する腰原病の一つであるシェーグレン症候

群の患者さんでは、手掌部の皮膚が疲弊化し、

薄くなり、物のタッチングの感覚が低下する

ことが知られています。反対に健康な人では

手掌部には湿疹性の皮膚疾患はほとんど認め

られないというのも特徴であり、この手掌部

の機能維持に手掌部の発汗が強く関係してい

るものと思われます。ただし、食器洗いのため

に洗剤などを多用している主婦が手掌部にも湿

疹を生じてくるのは、界面活↑生剤により角化層

の脂質成分が壊されることが起因の一つであ

り、この場合にも手掌部の発汗が抑制されてく

ることも興味ある所見であります。同時に大変

興味ある事実は、久野先生の教科書1）から同じ

ように引用させていただいた図7のように、

この精神性発汗を担っている部位の手掌足

底、 一部の人に精神性発汗現象が見られる前

額部の頭髪の生え際の皮膚には体面積あたり

の能動汗腺数が他部位の皮膚に比べて明らか

に多く、瞬時に多量の発汗が手掌・足底に認

められるのは、この能動汗腺数の数に関係し

ているものと思われます。

手掌ならびに手背の組織像

手掌部

手背部

角化層
抽主~c叫M回M

GaAHULOSUM 
国 RWlNAT1Y刷

図6 手掌並びに手背の組織像（文献1)2）より百｜用）

2013 Vol.20. No.I 5 



生体各部位の能動汗腺数

単位皮日書面積当たりの能動汗腺数
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図7 ヒト皮膚各部位の能動汗腺数
（文献1)2）よりヲl用）

b.我々が開発した手掌部発汗量連続記録装

置の概略

我々が開発した局所発汗量連続記録装置の

電気回路図を示したのが図8です。基本的な

回路特性は次の3つにまとめることができま

す4）～7）。

(1）皮膚表面に装着したカプセル内に分泌さ

れた発汗をシリカゲルで乾燥させた空気

中に取り込み、それを皮膚接着面の上に

用意した上室に誘導し、そこで高感度の

湿度センサーで相対的湿度を記録する電

気回路。

温度変化補正型の局所発汗量連続記録装置の電気回路

Flgu開 l.Bl皿k.. ..，型nofaveou凶国α叩＂＇＇ ....... ~.＂＇由民1ogcu、;u1tfcぽ印mpo田auon
of cha唱曲面u由民nt'""P'筒組問。f偽epo巾総d凶z，.曾，.田who~血血同副首班r山暗

the国P嗣 tivehumid均昌司氏擁• (Fmm S感暗皿N" d《1993）閉山酔田＝聞＂

図8 温度変化補正型の局所発汗量連続記録装置の電
気回路図（文献5）より引用）

6 発汗学

(2）上室に同時に設置した温度計から上室を

流れる乾燥空気の温度変化を記録し、そ

の値を用いて相対湿度を絶対湿度に算出

する電気回路。

(3）絶対湿度量（単一時間に分泌された汗の

量） をデジタル量からアナログ量に変換

してベンレコーダーに記録する増幅電気

回路。

これらの装置の応答特性と校正曲線を示し

たものが図9です。

上段Aが乾燥空気を流入あるいは遮断する

ことによって得られた装置のステップ応答特

性の典型例を示したものです。皮膚に装着し

たカプセルの小型化とも相まって極めて早い

ステップ応答を示します。下段は水分を含ま

せたろ紙を用いた人工皮膚モデルによって得

られたこの装置の校正曲線です。極めて正確

な校正曲線が測定温度20～40度の範囲で認め

るのも本装置の特徴の一つです。本装置と従

来汎用されてきた換気カプセル法でヒ トの手

掌部発汗量を連続記録した典型例を比較した

ものが図10です。深呼吸を 3回あるいは1500

からの7の連続引き算を負荷する暗算の結果

からわかるように、従来の換気カプセル法に

比して、本装置による測定では発汗波の波形

がより正確に記録できるということが明らか

です。

応答特性と校正曲線

Ail/~ 
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図9 局所発汗量連続記録装置のステップ応答特性
と校正曲線（文献5）よりヲl用）



手掌部のエクリン腺導管出口より分泌した汗

は1秒以内に導管出口周囲の角化層に吸収さ

れることが観察できました。このようにして

観察した能動汗腺の発汗現象数と局所発汗量

連続記録装置で記録した発汗量を同時記録し

たものが図13です。すなわち、局所発汗量連

続記録装置で得られた手掌部発汗量はその局

所に存在する能動汗腺からの発汗現象数によ

く一致することが判明しました。

換気カプセル法（a）と本装置（b）による手掌部発汗量の記録

14.0 
i 2.0 

ゆ）妻 2.0r

三E1.0「
章 oL

ム

(a) 

A 

c 

I ~P" I 
B 

図12 対側の最大握力の把持刺激によるヒト揖指表
面の発汗現象記録の典型例（A：刺激開始直
後， B:3秒後， c:4秒後）（文献15)16）よ
り引用）

”and grasping 
M「：

換気カプセル法（a）と本装置（b）による手掌
部発汗量の記録（文献5）よりヲ｜用）

c.手掌部発汗量と手掌部発汗現象の同時記

録装置の開発

私共は次に、この手掌部発汗量連続記録装

置と簡易型の皮膚用マイクロスコープを組み

合わせて手掌部局所の発汗現象とその発汗

量を連続的に記録する装置を作製しました

（図11）肌16）。 図から分かるようにこの新しい

装置は、手持ちの皮膚マイクロスコープのプ

ローブの側孔に乾燥空気を導入し、その局所

の水分変化量を局所発汗量連続記録装置で測

定しながら度膚表面からの発汗現象を同時に

撮像するシステムです。この装置を用いて手

掌部発汗現象の典型例を撮像したものが図12

です。ヒトの揖指表面の状態を撮影していま

す。エクリン腺からの導管開口部が皮膚紋理

の頂上に規則正しく並んでいるのが観察でき

ます。反対側の手掌を最大握力で10秒間握る

と、観察している導管の出口から汗の分泌が

観察され、 1秒足らずで導管出口全体を覆う

ような発汗が認められます（図12のB,C）。

図10

置装尋水記時間象現汗発ぴ『りな量z
’
 

発型
’
易
川
簡
山
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図13 対側の最大握力の把持刺激による手掌部発汗
量（上段）と能動発汗現象を示した能動汗腺
数（下段）との同時記録（文献15)16）より
引用）
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d. ヒトの手掌部発汗現象におけるかまえ反

応と順応現象

図14肌18）に示すように、ヒトの手掌部発汗

量を厳密に観察してみると、被験者に暗算の

負荷を説明している段階から既に手掌部発汗

＼，，.同日nsor

Ther・8stor 
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が起こり始めていることが観察できます。す

なわち、精神性発汗と呼ばれる現象を評価す

る際に、このかまえ反応を十分に考慮してそ

のデータ処理をしなければいけないことが判

ります。さらに手掌部発汗現象をヒトで引き

起こす適性刺激として最大握力による把持刺

激、ゆっくりとした深呼吸運動刺激、さらに

暗算負荷刺激を用いてこのかまえ反応と繰り

返し刺激による発汗反応の漸減現象（順応現

象）の特性を検討した実験結果が図15瓜 18）で

す。上段に示すようにかまえ反応はいずれの

刺激においても最初の負荷実験において極め

て著しく、繰り返して説明すると 2度目以降

ではその反応は著明減少するのが特徴です。

それに対して手掌部局所の発汗量は手掌の把

持刺激や深呼吸という運動刺激では順応現象

はほとんど認められず、 1分間隔で繰り返し

負荷刺激を行ってもほぼ同じ程度の発汗量を

待られることが確認できます。それに対して

精神的負荷刺激にあたる暗算刺激において

は、極めて顕著な順応現象が認められ、負荷

M K抽砂·ruhi~ al./.AL印刷•＇•＂＂＂＂＂＂＂＂＂＇'"'"""" C抽蜘12制 ρ岬＇＇） 58-65 

言：~I~－~
かまえ反応 順応現象

H』…一…由向一．一t一且一一世一，一． ． 鑑g陰幽炉白邑t川~副喝．匡町司．盲創臥嘗匂d旬”加a降屯崎a勿鋪戸踊~鼠畠－舗釘岨“－愉·－掴刷叫位蝿m鑑d色値4笛悩“凶包a畠々d止一由』h山一町一町・－耐…“伽…叫』齢h山冒主，…b…‘． 一…一一－－－・’…一山一－一一一ω…一一一一向…＂……－一一向一一…………………一一一一
図14 ヒトの手掌部発汗現象におけるかまえ反応と
順応現象（文献17)18）よりヲl用）

手掌部発汗現象のかまえ反応と順応現象

Handgrip exercise Deep breathing Ari曲meticcalculation 
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図15 手掌音II発汗現象のかまえ反応と順応現象の定
量化結果
最大握力の把持刺激（Handgripexercise）、
ゆっくりした深呼吸運動刺激（Deepbreathing）、
暗算刺激（Arithmeticcalculation) （文献17)
より引用）

8 発汗学

を繰り返すたびに発汗量が低下することが確

認できました。

e.本装置を用いたヒト手掌部発汗現象の中

枢機構の解析

千葉大学名誉教授の本間三郎先生のグルー

プでは、本装置を用いて、ヒトの手掌部発汗

量の中枢機構を先生方の開発された脳波のモ

ーメント解析法と皮膚交感神経の神経活動記

録を併用することによって解析を行いまし

た19)0 その結果の典型例が図16です。被験者

に複雑な計算を含む暗算負荷を加えた時の交

感神経活動と手掌部の局所発汗量を記録した

ものがパネルAです。交感神経活動を定量化

した記録波形（パネルAの中段）から分かる

ように、精神的な暗算負荷が加わると皮膚の

交感神経活動興奮が発生し、それから 2～ 3

秒遅れて手掌部の発汗現象が出現してくる事

が確認できました。パネルBはやや複雑な問

題を質問した時の皮膚交感神経活動波形と手

掌部発汗量を示したものです。こうした精神

的負荷刺激においても暗算負荷と同じように

皮膚交感神経活動から遅れること 2～ 3秒後

に、手掌部の発汗が著明に出現してくる事が

判ります。パネルCはパネルAと同じように

暗算負荷刺激を加えた時の皮膚交感神経活動

波形、その定量化デー夕、手掌部発汗量なら

びにF3ならびにF.領域の脳波活動の平均加

算した波形を示しています。これから分かる

ように、暗算刺激を開始して約4秒くらいで

皮膚交感神経活動がピークに達し、その交感

c 
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図16 暗算あるいは難しい問題想起時のヒト交感神
経活動、その定量化曲線、手掌部局所発汗量
記録、並びにF,F，の脳波活動の典型例（文献
19）より引用）



神経活動から約2秒程度遅れて手掌部発汗が

出現することを再確認することが出来ま し

た。さらに皮膚交感神経活動のピークの約2

～ 3秒前にF3F.領域で、著しい脳波活動が生

じていることも記録から明らかになりまし

た。こうした刺激実験を 3名の被験者で行い、

脳波モーメント解析により、どの領域で脳波

活動が変動すると手掌部発汗につながるのか

をまとめたものが図17叫です。これらの脳波

モーメントの解析結果と同一被験者のMRIイ

メージ画像を重ね合わせたものが図18別に示
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図17 暗算負荷刺激による発汗現象発現前10秒間の
脳波活動の典型例（左側）と、発汗現象発現
前A、B、C時間における脳波モーメント活動
の解析データ（文献19）よりヲ｜用）
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図18 暗算刺激によって誘起した脳波モーメント解
析データ（A）とそれぞれの被験者（TI・ TS) 
のMRI画像と脳波モーメント解析データと重
複表示図（B)
（文献19）より引用）

しであります。これから分かるように2人の

被験者とも扇桃体ならび、に海馬付近で脳波モ

ーメント変化が著明に誘起していることが明

らかとなりました。さらに一部の被験者では

前頭前野の興奮も脳波モーメント解析が関与

していることが判りました。

事実、千葉大学の朝比奈正人先生却） らのグ

ループもこの手掌部発汗連続記録装置を用い

て亜急性の辺縁系脳炎による扇桃体障害によ

って特異的に手掌部の発汗現象と皮膚の交感

神経活動が抑制されることを確認していま

す。さらに治療によって脳炎症状が改善され

ると扇桃体領域のMRI所見も手掌部の発汗量

も炎症前の状態に復してくることも確認され

ました。

4. 日本発汗学会の将来展望

今まで述べてきたような事実より、私共の

開発した手掌部発汗量連続記録装置は臨床の

外来や入院した患者さんのベッドサイドで非

観血的に測定できるという臨床検査機器とし

ての価値を有していることが今までの日本発

汗学会の様々な研究成果から明らかになって

きています。さらにその中枢機構の解析結果

から扇桃体、海馬などの大脳辺縁系機能検査

の一部としても活用できることが示唆されて

います。また交感神経の機能検査のーっとし

ても極めて有用な検査装置として用いること

の出来る可能性も示されてきています。この

ような事実を踏まえて、図19で示すように、

日本発汗学会が今後さらに発展し、 多くの研

究者を導き入れるためには、まず本装置の更

なる改良と角化層の水分含有量評価などので

きる新製品との組み合わせで皮膚科学や香粧

品学領域へのさらなる発展普及を図ることが

日本発汗学会の将来展望

①機器の改良・新製品（例えば角化層の水分含量評価、角化
層の免疫機能の評価、組織間隙水分量の評価など，資生堂傍
回光洋氏）を計り、研究領域の拡大を図る。

②発汗現lj定の臨床検査的意義を確立し、保険収載を図り、研究
者の増員を誘導する。

③健康科学（特に熱中症やスポーツ科学）における研究の高度
化を図り、発汗学、水分科学の重要性についての啓蒙活動を図

り、学問認知度を高める努力をする。

図19 日本発汗学会の将来展望（私見）
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重要で、あると思われます。また、精神科、神

経内科、心療内科、 皮膚科、麻酔科、整形外

科などの領域で臨床検査機器としての意義を

確立し、保険収載を図ることにより、多くの

臨床研究者の本学会への参加を促すことを図

るべきであると考えます。さらに健康科学領

域におけるより定量的で精度の高い研究を推

進することによって、発汗学や水分科学の重

要性を確立する事が、発汗学の学問認知度を

広く一般の方々にも拡大することができ、更

なる学会活動の発展につながるものと考えて

います。具体的には図20で示しているような

研究が、今までの発汗研究会や発汗学会のあ

ゆみの中から可能性として極めて重要な研究

領域であると考えられます。ご参考にしてい

ただければ幸いです。

具体的には
A 医用工学研究者の参入を促進する

B 法医学領壇研究へ由応用を図る

C 自律神経機能強査としての立ち也置を訣酌．研究精度を推進する

D 神経向科学領域の研究在推進する

E 心理学、心の健康、精神神経科、心療内科領増田研究を促進する

F 多汗ー無汗症叩診断マニュアル在確立I,，お揖報酬を獲得するブロジヱクトを推進する

G 寛震時の評価特性を用いて麻酔鯨生学領暗由研究を推し進める

H 耳鳴り患者さんの治療評価の成果を用いて耳鼻咽喉学領増田研究を推し進める

I 糠原痛性末梢神経障害評価の成果を踏まえて糖尿楕学領域の研究を推し進める

J汗田向審物を評価する技術在確立し、腎繊病学、中毒学等の学問領域由研究在推し

進める

K 草葺科学、健康科学領域の研究に利用し、その研究精置を高めるよう努力する

Lスポツ科学、体力医学領場町研究に利用し．その研究精度在高めるよう努力する

M 衣服科学等、軍政科学領壊の研究に利用し、その研究精度在高めるよう努力する

N. 41¥汗牢ぞれ自身由基層面官券会らに繕進しその研攻捕虜多高めるよ弓署カする

図20 学会活性化の具体的私案

5.おわりに

今回、愛弟子の森本恵子奈良女子大学教

授のもとで第20回の日本発汗学会総会を開催

することができたのは極めて感慨深いもので

あり、今後の発汗学の発展を誓い、気持ちを

さらに新たにしたところであります。思えば

発汗学にはまったく門外漢のー循環生理学者

がここまでこられたのは、偏に恩師東健彦

先生、共同研究者＠坂口正雄先生ならびに今

日まで暖かくご支援いただいた初代理事長宇

尾野公義先生などの人との出会いがなければ

成し得なかったものであります。と同時に、

株式会社スズケン、株式会社西淳電機計器製

作所さんなどのご支援なくしても成し得なか

ったものであります。こうした先生方やご支

援をいただいた企業の皆様にこの場を借りて

10 発汗学

厚く御礼申し上げたいと存じます。ありがと

うございました。

今後、河合康明理事長のもとで本学会の更

なる発展を期待し、筆を置きたいと思います。
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